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新
体
制
の
J
A
わ
か
や
ま
が

発
足
し
、
旧
J
A
で
は
地
域
差
の

あ
っ
た
業
務
の
統
一
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
課
題
も
多
い
で
す
が
、

ス
ム
ー
ズ
な
運
営
の
た
め
に
努
力

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
内
の
農
業
発
展
や
農
家
所

得
向
上
に
お
い
て
J
A
の
役
割

は
重
要
で
す
。
合
併
の
規
模
を

活
か
し
て
市
場
の
動
向
や
変
化

に
適
応
し
、
積
極
的
な
情
報
提

供
や
支
援
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

世
界
情
勢
は
現
在
不
安
定
な

状
況
下
に
あ
り
、
こ
れ
ら
は
国

内
農
業
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

は
肥
料
や
資
材
価
格
高
騰
を
引

き
起
こ
し
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
肥
料
の
生
産
に
は

石
油
や
天
然
ガ
ス
が
必
要
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
不
安
定
さ

が
増
し
、
石
油
価
格
を
押
し
上

げ
て
い
る
こ
と
が
要
因
で
す
。

近
年
は
異
常
気
象
や
自
然
災

害
が
頻
発
し
、
国
内
外
で
農
作

物
に
深
刻
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
は
干
ば
つ
と

異
常
気
象
に
よ
り
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
や
小
麦
の
収
穫
量
が
大
幅

に
減
少
。
干
ば
つ
は
2
0
2
1

年
以
降
、
顕
著
に
な
っ
て
い
る

と
い
い
ま
す
。

日
本
国
内
で
も
温
暖
化
に
よ

る
気
温
上
昇
が
農
作
物
の
生
育

や
品
質
に
深
刻
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
気
候
変
動
に
適
応

し
た
農
法
の
開
発
や
作
物
の
導

入
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
収
穫
後
の
農
作
物
を
安
定

供
給
す
る
た
め
、
急
速
冷
凍
技

術
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

J
A
宮
崎
の
冷
凍
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
、
J
A
香
川
の
ブ
ラ
ン
ド

冷
凍
苺
（
さ
ぬ
き
ひ
め
）
等
に

導
入
さ
れ
て
お
り
、
農
作
物
の

水
分
や
栄
養
素
を
保
持
し
鮮
度

が
長
期
間
保
た
れ
る
こ
と
で
販

路
拡
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。

積
極
的
な
新
技
術
の
導
入
で

地
域
農
業
の
効
率
性
を
向
上
さ

せ
、
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

に
寄
与
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

紀
南
地
域
本
部
・

購
買
部
長

大
野
剛
史

地
域
農
業
の

　
発
展
の
た
め
に

わ
た
し
の
お
も
い

除
草
剤
の
倍
数
に
つ
い
て
、
暦
に

2
0
0
倍
と
記
載
が
あ
る
が
、
そ
れ

で
な
い
と
い
け
な
い
の
か
？

栽
培
暦
に
は
一
例
を
記
載
し
て
い
る
だ

け
で
、
薬
量
と
散
布
量
を
守
っ
て
も
ら

え
れ
ば
倍
数
は
2
0
0
倍
で
な
く
て
も

結
構
で
す
。
草
の
種
類
に
よ
っ
て
、
適

し
た
除
草
剤
や
使
用
倍
率
、
効
果
・
効

能
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
、
状
況
に

応
じ
た
散
布
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

梅
の
輪
紋
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
、
薬

剤
は
何
を
や
れ
ば
い
い
の
か
？  

シ

キ
ミ
か
ら
う
つ
る
こ
と
は
あ
る
の

か
？

ウ
イ
ル
ス
病
な
の
で
薬
剤
で
の
防
除
効

果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は

ア
ブ
ラ
ム
シ
に
よ
っ
て
伝
搬
さ
れ
ま
す

の
で
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
防
除
が
蔓
延
防
止

対
策
に
な
り
ま
す
。
ま
た
シ
キ
ミ
の
輪

紋
葉
枯
病
は
病
原
菌
の
た
め
、
梅
の
輪

紋
ウ
イ
ル
ス
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、

感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

エ
ム
ダ
イ
フ
ァ
ー
水
和
剤
の
代
替
え

は
有
る
の
か
？

今
の
と
こ
ろ
は
5
月
に
デ
ラ
ン
フ
ロ
ア

ブ
ル
を
勧
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
薬
剤
の
特
性
上
5
月
限
定
と

な
る
と
思
い
ま
す
が
、
効
果
は
エ
ム
ダ

イ
フ
ァ
ー
と
同
程
度
あ
る
と
試
験
結
果

も
出
て
い
ま
す
。
新
た
に
効
果
が
あ
る

薬
剤
の
情
報
が
あ
れ
ば
お
繋
ぎ
し
て
い

き
ま
す
。

肥
料
の
予
約
に
つ
い
て
、
申
込
月
に

引
き
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

農
家
の
諸
状
況
に
よ
り
、
変
更
等
は
柔

軟
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
品

目
に
よ
っ
て
は
限
定
月
の
特
別
価
格
も

あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
確
認
の
上
お
願

い
し
ま
す
。

梅
の
枝
に
つ
い
て
い
る
白
い
も
の
が

今
年
は
多
い
。
対
策
は
？

外
来
種
の
チ
ュ
ウ
ゴ
ク
ア
ミ
ガ
サ
ハ
ゴ

ロ
モ
の
産
卵
痕
と
思
わ
れ
ま
す
。
全
国

的
に
多
く
の
果
樹
で
発
生
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
本
種
に
登
録
の
あ
る
農
薬
は

あ
り
ま
せ
ん
。
剪
定
等
で
産
卵
痕
の
剪

除
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
米
の
価
格
は
良
か
っ
た
が
、

こ
の
ま
ま
高
単
価
を
維
持
し
て
ほ
し

い
。
農
家
・
消
費
者
ど
ち
ら
も
納
得

で
き
る
価
格
を
、
今
後
J
A
が
発
信

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

昨
年
来
の
コ
メ
不
足
に
よ
り
各
取
引
業

者
の
引
き
合
い
が
強
く
、
価
格
も
大
き

く
上
昇
し
末
端
小
売
価
格
も
高
騰
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
は
そ
れ
ら
の

影
響
に
よ
る
コ
メ
の
需
要
減
退
な
ど
を

背
景
に
コ
メ
余
り
へ
の
警
戒
感
が
強

ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
有
利
販
売
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

レ
ン
タ
ル
チ
ッ
パ
ー
を
再
開
し
て
ほ

し
い
。

レ
ン
タ
ル
チ
ッ
パ
ー
は
、
使
用
・
経
年

劣
化
に
よ
り
貸
し
出
し
で
き
る
レ
ベ
ル

で
は
無
く
な
り
、
事
故
の
懸
念
も
あ
っ

た
た
め
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
今
の
と

こ
ろ
再
開
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
の
レ
ン
タ
ル
は

引
き
続
き
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

合
併
し
、
肥
料
・
農
薬
価
格
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

価
格
は
Ｊ
Ａ
紀
南
の
頃
に
比
べ
て
上

が
っ
た
品
目
、
下
が
っ
た
品
目
が
あ
り

ま
す
。
近
年
輸
入
原
料
の
値
上
が
り
や

工
場
の
諸
経
費
・
人
件
費
の
上
昇
な
ど

に
よ
り
、Ｒ
７
年
度
秋
冬
期
と
比
べ
て
価

格
は
横
ば
い
、
も
し
く
は
若
干
の
値
上

げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

紀南地域本部は12月19日から１月14日にか
けて令和７年度「営農地区懇談会」を各地区で
開きました。いただいた意見について一部では
ございますが、内容を要約してご紹介します。

営農営農
地区懇地区懇

12



　ＪＡわかやま女性会紀南地域本部は２月20
日、田辺市の紀南文化会館で「第１回女性のつ
どい・家の光大会」を開きました。会員の体験
発表や記念講演、アトラクション発表など大い
に賑わいましたので、一部ではございますが、
写真とともにご紹介します。

JAわかやま女性会
紀南地域本部

瀧本かおり会長

紀南地域版

13



紀南地域版

ミ
カ
ン

◆
苗
木
の
管
理

苗
木
定
植
後
は
土
壌
の
乾
燥
に
注
意
し

か
ん
水
す
る
。
そ
の
際
、
根
が
土
か
ら
出

て
い
る
場
合
は
覆
土
す
る
。
た
だ
し
、
接

木
部
が
隠
れ
る
ほ
ど
覆
土
を
す
る
と
、
樹
勢

低
下
に
繋
が
る
場
合
が
あ
る
た
め
注
意
す
る
。

発
芽
が
始
ま
る
と
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ミ
カ
ン
ハ
モ

グ
リ
ガ
、
ア
ゲ
ハ
類
の
防
除
を
行
う
。
特
に
木

が
小
さ
い
う
ち
は
食
害
に
よ
っ
て
生
育
が
遅
れ

た
り
、
枝
が
枯
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
適
期
防

除
を
心
が
け
る
。

◆
高
接
ぎ
更
新

高
接
ぎ
更
新
は
応
急
的
・
短
期
的
な
品
種

更
新
方
法
で
あ
り
、苗
木
新
植
よ
り
短
期
間

で
成
園
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、長
期
的

な
視
点
で
は
苗
木
に
よ
る
計
画
的
な
品
種

更
新
が
望
ま
し
い
。

高
接
ぎ
の
中
間
台
木
は
、樹
勢
が
よ
く
健

全
な
木
を
選
ぶ
。
接
ぎ
木
後
は
肥
料
を
少
量

ず
つ
こ
ま
め
に
施
用
す
る
。
発
根
を
促
す
た

4月の4月の

農作業農作業

紀南地域版紀南地域版

め
堆
肥
の
施
用
や
か
ん
水
の
準
備
も
必
要

と
な
る
。
高
接
ぎ
樹
は
直
射
日
光
が
幹
に
当

た
り
や
す
く
な
る
た
め
、日
焼
け
防
止
剤
を

幹
に
塗
布
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

◆
摘
蕾

新
梢
の
発
生
が
少
な
い
木
や
、
樹
勢
の

弱
い
木
で
は
摘
蕾
を
行
い
新
梢
の
発
生
を

促
そ
う
。
開
花
の
約
1
週
間
前
頃
、
蕾
が

縦
長
に
伸
び
て
く
る
時
期
が
適
期
と
な
る
。

◆
春
草
の
除
草

気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
雑
草
の
生
育
が

旺
盛
に
な
る
。
雑
草
が
多
い
と
地
温
が
上

が
り
に
く
く
、
春
肥
を
施
用
し
て
も
雑
草

に
肥
料
成
分
を
吸
収
さ
れ
、
効
果
的
に
効

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
早
期
の
除

草
を
心
が
け
る
。

◆
病
害
虫
防
除

〇
そ
う
か
病

密
植
園
や
日
当
た
り
が
悪
く
湿
度
が
高

い
園
、
強
風
、
多
雨
な
ど
の
天
候
条
件
で
発

生
が
多
く
な
り
、
近
年
本
病
発
生
園
で
の

発
生
程
度
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
特
に

昨
年
発
生
し
た
園
地
で
は
本
年
も
注
意
が

必
要
と
な
る
。
防
除
は
新
梢
が
5
～
10
㍉

程
度
伸
び
た
頃
が
適
期
と
な
る
た
め
、
自

園
地
の
生
育
状
況
を
確
認
し
、
予
防
散
布

に
努
め
よ
う
。

�（
上
秋
津
支
店
営
農
経
済
駐
在
・
小
谷
周
平
）

　梅

梅
・
ス
モ
モ
は
、
果
実
肥
大
が
旺
盛
と

な
る
時
期
に
な
る
た
め
、
乾
燥
が
続
く
場

合
に
は
か
ん
水
を
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除

収
穫
時
期
の
近
い
小
梅
や
古
城
、
青
果

収
穫
用
南
高
の
あ
る
園
地
で
は
、
散
布
薬

剤
の
収
穫
前
日
数
に
注
意
し
て
防
除
を
行
う
。

〇
黒
星
病

枝
の
病
斑
中
の
菌
糸
で
越
冬
し
、
胞
子

を
形
成
し
て
、
降
雨
（
雨
水
）
に
よ
っ
て

4
～
5
月
に
果
実
に
感
染
す
る
。
特
に
風

通
し
の
悪
い
園
地
や
、
夜
露
が
降
り
や
す

い
園
地
で
発
生
し
や
す
い
た
め
注
意
す
る
。

な
お
、
4
月
が
重
要
な
防
除
期
で
あ
る
た
め
、

樹
の
上
部
か
ら
十
分
に
掛
か
る
よ
う
、
ム

ラ
の
な
い
丁
寧
な
散
布
を
心
が
け
る
。
黒

星
病
の
防
除
は
、
選
択
薬
剤
が
多
い
た
め
、

栽
培
暦
を
参
考
に
薬
剤
を
選
択
し
よ
う
。

〇
か
い
よ
う
病

果
実
へ
の
主
な
感
染
時
期
は
4
月
上
旬

か
ら
5
月
上
旬
頃
で
、
気
温
が
低
い
と
後

半
ま
で
感
染
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
強
風
雨

の
多
い
年
に
多
発
し
や
す
い
た
め
、
気
象

変
化
に
注
意
し
、
予
防
散
布
を
徹
底
す
る
。

風
が
発
生
要
因
の
一
つ
で
あ
る
た
め
、
多

発
園
で
は
防
風
樹
や
防
風
ネ
ッ
ト
を
設
置

す
る
の
も
有
効
で
あ
る
。

〇
コ
ス
カ
シ
バ

成
虫
は
4
月
中
下
旬
か
ら
10
月
頃
ま
で

発
生
す
る
。
4
月
中
下
旬
に
ス
カ
シ
バ
コ

ン
L
を
10
㌃
当
た
り
50
～
100
本
設
置
す
る
。

効
果
の
不
安
定
な
地
域
で
は
、
幼
虫
の
捕

殺
と
薬
剤
防
除
を
併
用
し
て
密
度
を
下
げ
る
。

〇
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

近
年
、ウ
メ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
の
発
生
が
多

く
な
り
、そ
の
排
泄
物
を
栄
養
と
し
て
コ
ウ

ヤ
ク
病
の
発
生
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
3
月

の
ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
+
ア
ビ
オ
ン
E

の
防
除
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
や
多
発
園
で
は
、

モ
ベ
ン
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
を
丁
寧
に
散
布
す
る
。

◆
実
肥

果
実
の
肥
大
と
樹
勢
の
維
持
・
強
化
、

新
梢
の
生
育
を
促
進
す
る
た
め
、
実
肥
を

施
用
す
る
。
樹
勢
や
着
果
程
度
に
よ
っ
て

加
減
し
て
施
用
す
る
。

�

（
芳
養
谷
支
店
営
農
経
済
・
三
谷
秀
彦
）

ス
モ
モ

◆
病
害
虫
防
除

〇
黒
斑
病

黒
斑
病
は
、梅
の
か
い
よ
う
病
と
類
似

し
た
細
菌
病
で
、初
発
は
葉
で
4
月
中
下
旬
、

新
梢
で
4
月
下
旬
～
5
月
上
旬
、果
実
で
は

5
月
上
旬
頃
か
ら
収
穫
期
ま
で
発
病
す
る
。

強
風
雨
に
よ
り
発
生
し
、風
当
た
り
の
強
い

園
で
発
生
し
や
す
い
。
防
除
は
マ
イ
コ
シ
ー

ル
ド（
2000
倍
・
21
日
前
ま
で
・
3
回
以
内
）を

散
布
す
る
。
梅
と
ス
モ
モ
で
は
登
録
内
容
が

異
な
る
た
め
注
意
す
る
。
黒
斑
病
は
果
実
に

発
生
が
は
じ
ま
る
と
多
発
す
る
場
合
が
あ

る
の
で
、多
発
園
で
は
、10
月
、3
月
の
銅
剤

防
除
を
次
年
度
よ
り
検
討
し
よ
う
。

〇
コ
ス
カ
シ
バ

コ
ス
カ
シ
バ
対
策
と
し
て
、
ス
カ
シ
バ

コ
ン
L
を
4
月
中
旬
に
10
㌃
当
た
り
50
～

100
本
設
置
す
る
。

◆
摘
果
作
業

粗
摘
果
は
満
開
か
ら
30
日
ほ
ど
経
っ
て

か
ら
行
い
、
50
～
60
日
で
仕
上
げ
る
。
摘

果
後
の
果
実
間
隔
の
目
安
は
、
大
石
早
生

等
の
中
玉
品
種
8
～
10
㌢
、
ソ
ル
ダ
ム
等

の
大
玉
品
種
で
は
10
～
12
㌢
と
す
る
。

�

（
芳
養
谷
支
店
営
農
経
済
・
三
谷
秀
彦
）
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花

　木

4
月
に
入
る
と
病
害
虫
の
発
生
が
増
加
し

て
い
く
た
め
、発
生
状
況
に
注
意
し
、適
宜
防

除
を
行
う
。

◆
病
害
虫
防
除

〇
輪
紋
葉
枯
病

4
～
9
月
に
発
生
が
多
く
、病
斑
は
1
～

2
㌢
の
赤
褐
色
の
円
斑
と
な
り
、病
斑
が
で

き
た
葉
は
黄
化
し
て
落
葉
す
る
。空
気
伝
染

し
周
囲
の
木
に
も
伝
染
す
る
。風
通
し
の
悪

い
園
で
多
く
発
生
す
る
た
め
、防
除
は
間
伐

を
行
う
と
と
も
に
、薬
剤
を
散
布
す
る
。

薬
剤
散
布
が
困
難
な
場
合
、症
状
が
確
認

で
き
た
羅
病
木
は
、早
め
に
抜
き
取
っ
て
園

外
に
持
ち
出
し
焼
却
す
る
。防
除
薬
剤
は
ト

ッ
プ
ジ
ン
M
水
和
剤
（
1500
～
2000
倍
・
発
病
初

期
・
5
回
以
内
）。

〇
シ
キ
ミ
グ
ン
バ
イ
ム
シ

グ
ン
バ
イ
ム
シ
は
9
月
頃
ま
で
葉
裏
で
増

殖
を
繰
り
返
す
。幼
虫
・
成
虫
と
も
葉
裏
に

寄
生
し
て
吸
汁
加
害
す
る
。被
害
を
受
け
た

葉
は
表
面
に
白
斑
が
現
れ
、退
色
し
て
カ
ス

リ
状
に
な
る
。発
生
は
5
月
上
旬
頃
か
ら
と

さ
れ
る
が
、発
生
初
期
の
密
度
が
薄
い
時
点

の
防
除
が
有
効
で
あ
る
た
め
、早
い
時
期
か

ら
留
意
し
て
お
く
。軍
配
状
の
形
を
し
た
透

明
の
ハ
ネ
を
持
つ
成
虫
が
出
現
し
た
ら
ス
ミ

チ
オ
ン
乳
剤
（
1000
倍
・
5
回
以
内
）で
防
除

す
る
。

�

（
富
田
川
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
・
尾
野
敏
之
）
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※
み
か
ん
、
中
晩
柑
、
梅
、
ス
モ
モ
、
水
稲

の
防
除
薬
剤
や
施
肥
肥
料
は
、
Ｊ
Ａ
わ
か
や

ま
紀
南
地
域
本
部
令
和
8
年
栽
培
暦
を
確
認

く
だ
さ
い
。

水

　稲

◆
種
子
消
毒

馬
鹿
苗
病
や
も
み
枯
細
菌
病
の
予
防
と
し

て
、テ
ク
リ
ー
ド
C
フ
ロ
ア
ブ
ル
と
、イ
ネ

シ
ン
ガ
レ
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
で
ス
ミ
チ
オ
ン

乳
剤
の
混
和
液
に
種
子
を
24
時
間
浸
漬
さ
せ

る
。
消
毒
後
は
水
洗
い
せ
ず
に
浸
種
す
る
。

◆
種
子
の
浸
種

出
芽
を
揃
え
る
た
め
、
種
子
消
毒
の
終

わ
っ
た
種
子
を
水
に
浸
し
、
十
分
に
吸
水

さ
せ
る
。
浸
種
期
間
は
通
常
15
度
前
後
の

水
温
で
7
日
程
度
、
1
日
の
平
均
水
温
の

積
算
値
で
100
度
を
目
安
に
す
る
。
水
温
は

10
～
20
度
の
範
囲
内
に
保
つ
こ
と
が
望
ま

し
い
。
浸
種
後
は
十
分
に
水
切
り
を
す
る
。

◆
播
種

育
苗
日
数
は
概
ね
18
～
22
日
の
た
め
、

田
植
日
か
ら
逆
算
し
て
播
種
日
を
決
め
る
。

種
子
を
厚
播
き
に
す
る
と
軟
弱
な
苗
に
な
り

や
す
い
た
め
、
薄
播
き
を
心
が
け
る
。
覆

土
は
種
子
が
十
分
隠
れ
る
程
度
に
し
、
苗

立
枯
病
の
予
防
と
し
て
タ
チ
ガ
レ
ン
液
剤

を
散
布
す
る
。

�

（
営
農
課
・
愛
須
美
博
）

野

　菜

◆
ウ
ス
イ
エ
ン
ド
ウ

〇
整
枝

秀
品
率
を
高
め
る
た
め
、
勢
い
の
弱
い

細
い
ツ
ル
を
整
枝
す
る
。
開
花
時
期
に
花

の
下
の
節
位
か
ら
出
る
わ
き
芽
を
除
去
す

る
こ
と
に
よ
り
、
実
の
肥
大
を
促
し
、
収
穫
・

選
別
作
業
を
軽
減
で
き
る
。
ま
た
、
風
通

し
が
良
く
な
り
、
病
害
虫
の
発
生
を
抑
え
、

薬
剤
の
効
果
も
上
が
る
。

〇
病
害
虫
防
除

◦
う
ど
ん
こ
病

予
防
で
ト
リ
フ
ミ
ン
水
和
剤
（
3000
～
5000

倍
・
収
穫
前
日
ま
で
・
5
回
以
内
）、
ま
た

は
ハ
チ
ハ
チ
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1000
倍
・
前
日

ま
で
・
2
回
以
内
）
を
散
布
す
る
。

◦
灰
色
か
び
病
、
褐
斑
病
、
褐
紋
病

予
防
で
ト
ッ
プ
ジ
ン
M
水
和
剤
（
2000
倍
・

収
穫
前
日
ま
で
・
3
回
以
内
）、
ま
た
は
ア

フ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2000
倍
・
収
穫
前

日
ま
で
、
3
回
以
内
）
等
を
散
布
す
る
。

◆
エ
ダ
マ
メ

〇
播
種

4
月
は
直
播
き
露
地
栽
培
の
播
種
時
期

で
あ
り
、
発
芽
適
温
は
25
℃
前
後
、
地
温

確
保
の
た
め
黒
マ
ル
チ
被
覆
が
適
し
て
い
る
。

15
℃
以
下
に
な
る
と
発
芽
が
遅
れ
発
芽
率

も
低
下
す
る
。
ま
た
、
直
播
は
鳥
害
を
受

け
や
す
い
た
め
ネ
ッ
ト
等
を
被
覆
す
る
。

畝
幅
は
150
㌢
（
天
面
70
～
80
㌢
）、
株
間

24
㌢
の
2
条
播
き
と
し
、
植
穴
1
カ
所
当

た
り
2
粒
播
き
と
す
る
。
播
き
過
ぎ
る
と
、

日
照
条
件
が
悪
く
な
り
、
サ
ヤ
着
き
が
悪

く
な
る
た
め
注
意
す
る
。

〇
施
肥

エ
ダ
マ
メ
は
肥
料
を
あ
ま
り
必
要
と
し

な
い
作
物
の
た
め
、
前
作
品
目
や
圃
場
の

地
力
を
考
慮
し
、
施
用
量
を
決
め
る
。
10

㌃
当
た
り
苦
土
石
灰
100
㌔
、
BM
よ
う
り
ん

40
㌔
、
固
形
30
号
プ
ラ
ス
20
～
60
㌔
を
基

準
に
施
用
す
る
。

〇
病
害
虫
防
除

◦
タ
ネ
バ
エ
（
播
種
前
）

ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
5（
10
㌃
当
た
り
4

～
6
㌔
・
収
穫
30
日
前
ま
で
・
5
回
以
内
）を

全
面
土
壌
混
和
又
は
作
条
土
壌
混
和
す
る
。

ま
た
は
、ク
ル
ー
ザ
ー
Ｍ
Ａ
Ｘ
Ｘ（
乾
燥
種

子
1
㌔
当
た
り
8
㍉
㍑
・
播
種
前
・
1
回
）

を
塗
沫
処
理
す
る
。�

（
営
農
課
・
愛
須
美
博
）

花

　き

施
設
内
の
温
度
の
上
昇
に
留
意
し
て
換

気
に
努
め
る
が
、
そ
の
際
、
花
き
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
、
伸
長
を
妨
げ
る
乾
燥
に
は
注
意
し
、

適
宜
か
ん
水
を
行
う
。

露
地
花
き
で
は
、
ケ
イ
ト
ウ
等
の
播
種
・

定
植
時
期
と
な
る
が
、
土
壌
の
乾
燥
に
注

意
し
、
適
宜
の
か
ん
水
、
ま
た
は
多
雨
に

備
え
た
排
水
路
を
整
備
し
て
お
く
。
病
害

虫
の
発
生
に
留
意
し
、
薬
剤
防
除
を
行
う

が
い
ず
れ
も
初
期
防
除
が
重
要
で
あ
る
。

◆
立
ち
枯
れ
病

苗
の
定
植
後
・
発
芽
後
の
初
期
は
立
ち

枯
れ
病
に
注
意
す
る
。
立
ち
枯
れ
病
は
土

中
に
あ
る
糸
状
菌
（
立
ち
枯
れ
菌
）
が
原

因
と
な
る
。
春
に
な
っ
て
気
温
が
上
が
っ

て
く
る
と
活
性
化
し
、
降
雨
な
ど
に
よ
る

多
湿
に
よ
り
広
が
る
。
立
ち
枯
れ
病
の
症

状
は
、
地
際
部
の
茎
が
褐
色
に
な
っ
て
腐

敗
し
細
く
く
び
れ
て
枯
死
す
る
。
ま
た
広

範
囲
に
広
が
る
可
能
性
を
持
つ
。

発
生
は
早
期
に
見
つ
け
、リ
ゾ
レ
ッ
ク
ス

水
和
剤（
500
～
1000
倍
・
生
育
初
期
／
5
回
以

内
・
1
㎡
あ
た
り
3
㍑
）の
土
壌
か
ん
注
を

行
う
。
効
果
が
感
じ
ら
れ
な
い
場
合
は
営
農

担
当
に
相
談
し
、他
薬
剤
を
検
討
す
る
。

�（
富
田
川
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
・
尾
野
敏
之
）
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J
A
わ
か
や
ま
で
は
地
元

の
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
ン
ナ
ー
を
応

援
し
よ
う
と
「
県
市
町
村
対

抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
」

に
協
賛
・
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
2
月
8
日
に
開
か
れ

た
第
25
回
大
会
に
は
紀
南
地

域
本
部
管
内
か
ら
5
市
町
が

参
加
し
ま
し
た
。

本
番
前
に
は
各
地
で
結
団

式
等
が
行
わ
れ
、
紀
南
地
域
本
部
か
ら
選
手

ら
に
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
と
梅
干
し
グ
ミ
を
贈

呈
。
1
月
23
日
に
行
わ
れ
た
す
さ
み
町
チ
ー

ム
の
結
団
式
で
は
J
A
す
さ
み
支
店
の
稲
葉

睦
典
支
店
長
が
選
手
に
記
念
品
を
手
渡
し
ま

し
た
。

J
A
で
は
管
内
の
組
合
員
・

利
用
者
の
健
康
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
健
康
運
動
教
室
を
行
っ

て
お
り
、
2
月
4
日
に
は
田
辺

市
の
中
部
公
民
館
で
J
A
田
辺

支
店
が
「
健
脚
」
を
テ
ー
マ
に

開
き
ま
し
た
。

第
3
回
目
と
な
る
今
回
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

ト
レ
ー
ナ
―
認
知
症
ケ
ア
指
導
管
理
士
の
田

邊
雅
司
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、足
腰
を
鍛
え
る

運
動
に
挑
戦
。
握
力
と
In
Bo
d
y
測
定
も

実
施
し
、
参
加
者
ら
は
自
身
の
現
状
を
数
値

で
確
認
し
ま
し
た
。

J
A
鮎
川
支
店
は

1
月
22
日
、
中
辺
路

小
学
校
よ
り
依
頼
を

う
け
、
地
元
農
家
や

女
性
会
協
力
の
も
と

児
童
の
調
理
実
習
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
は
児
童
8
人

が
、お
米
炊
き
や
主
菜
（
卵
焼
き
）、副
菜
（
小

松
菜
あ
え
）
づ
く
り
に
挑
戦
。
包
丁
の
使
い

方
を
は
じ
め
、
お
米
を
炊
く
と
き
の
火
の
強

さ
や
時
間
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

児
童
か
ら
は
「
み
ん
な
で
作
っ
た
ご
飯
は

お
い
し
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
お
か
わ
り

す
る
子
の
姿
も
。
主
菜
と
一
緒
に
梅
干
し
も

食
べ
て
い
ま
し
た
。

J
A
田
辺
支
店
は
2
月
13
日
、
衣
笠
中
学

校
1
年
生
に
よ
る

職
場
訪
問
「
キ
ャ

リ
ア
学
習
」
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。

今
回
J
A
を
訪

れ
た
の
は
、
谷
本

瑛
太
さ
ん
、
尼
田

咲
江
さ
ん
、
那
須

陽
葵
さ
ん
の
3
人
。

「
一
番
大
変
な
こ
と

は
何
で
す
か
」「
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か

け
は
」
な
ど
と
質
問
し
た
り
、
支
店
内
の
見

学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

紀
南
地
域
本
部
は
管
内
の
公
立
小
学
校
な

ど
41
校
の
令
和
8
年
度
新
入
学
児
童

（
6
8
7
人
）
に
反
射
材
付
き
レ
ッ
ス
ン
バ
ッ

グ
な
ど
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

J
A
共
済
の
交
通
事
故
防
止
活
動
の
一
環

で
毎
年
寄
贈
し
て
お
り
、
レ
ッ
ス
ン
バ
ッ
グ

は
周
囲
か
ら
視
認
し
や
す
い
反
射
材
付
き
と

な
っ
て
い
ま
す
。

2
月
16
日
に
は
佐
武
範
彦
副
本
部
長
ら
が

田
辺
市
の
野
田
泰
輔
教
育
長
に
目
録
と
レ
ッ

ス
ン
バ
ッ
グ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

金
融
部
か
ら
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
文
房
具
（
ノ
ー
ト
と
鉛
筆
）
も
進
呈
し

ま
し
た
。

J
A
か
ら
記
念
品
贈
呈

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
の
参
加
選
手
に

鮎
川
支
店
が
中
辺
路
小
で

児
童
の
調
理
実
習
を
サ
ポ
ー
ト

JA総合相談会
（弁護士・税理士による無料相談会）
●

●

●

相談会場
相談時間
問合せ先

紀南地域本部
９時～12時
金融部（☎0739-23-3516）

417

J
A
ニ
ュ
ー
ス

チームの選手代表に記念品を手渡す
稲葉支店長

田邊さんと一緒に体を動かす参加者

児童をサポートする女性会員

今月の

オンラ
インショップ

ご注文はこちら

約2Kg

田
辺
支
店
が
健
康
運
動
教
室

第
3
回
は
健
脚
が
テ
ー
マ

衣
笠
中
1
年
生
が
田
辺
支
店
へ

職
場
訪
問
を
受
け
入
れ

交
通
事
故
防
止
活
動
と
し
て
寄
贈

小
学
新
入
生
に
レ
ッ
ス
ン
バ
ッ
グ

営農ローンの基準金利
に関するお知らせ

営農ローンの基準金利
に関するお知らせ

　令和７年３月３１日以前のご契
約者さまについて、令和８年度は営
農ローンの基準金利（３．０％）から
下記の金利を引き下げた金利を適
用させていただきます。

金利環境によりましては、さらに変更と
なる場合もございますので、あらかじめ
ご了承ください。

令和８年度　引下金利：０．４％
（適用金利：２．６％）

田辺支店を訪れた生徒ら

野
田
教
育
長（
左
）に

目
録
を
手
渡
す

佐
武
副
本
部
長

￥4,530（送料無料）￥4,530（送料無料）

まめまめセット

大粒でふっくらとした
「紀州うすい（うすいえんどう）」と
甘みがありホクホク食感の「そらまめ」を
１㎏ずつセットでお届けします。
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中央支店

JA職員です
早稲田 未咲さん
わ    せ    だ　     み さ き

慎重な性格で優しいという新くんと、活発で好奇心旺
盛という葵羽ちゃん。ご近所さん同士一緒に過ごすこと
も多く、ボールプールで遊んだり、白浜町のアドベンチ
ャーワールドに行ったり楽しんでいるみたい。最近は一
緒にアンパンマンミュージアムにも行ったんだって。
４月にはそれぞれお兄ちゃん、お姉ちゃんになるとい
う2人。赤ちゃんと会える日が待ち遠しいなあ。

消防士として30年勤めましたが大病を患い退職。現在
は防災士として活動しながら、母、妻とともに故郷の太
間川地区で農林業に従事しています。農業については水
稲と野菜栽培の２本柱で、JAのほか地元ホテルなどにも
出荷しています。
「ふるさとワーケーション」やインバウンド（訪日外
国人）の受け入れも増えており、７月にはアメリカから
１組のご家族が来日予定です。
今後も何より健康第一で“無理なく無駄なくムラな
く”をモットーに、加速する気候変動に適応できる先見
の明を養いたいと思います。

串本町で娘とともにパン屋「LINK」をオープンし、今年
の５月で３年を迎えます。小さなお店なので提供数に限り
がありますが、町内の方をはじめ多くの方に来店いただ
き、ありがたいです。
私は接客がメインで、パンづくりは娘に一任しています

が、常時25種類ほどをご用意しており、最近始めたベーグ
ルも好評です。
水・土・日のみの営業とはなりますが、

これからも細く長く続けられるよう、皆
さまに愛されるパン屋をめざして親子で
頑張ります。

３月に子どもが生まれるので、今から
楽しみです。いつか家族で日本各地を旅
行してみたいです。

金融部 金融課

楠本 まどかさん
くすもと

YouTubeの料理動画が好きで、たま
に見よう見まねで作っています。普段あ
まり料理をしないので、煮物など家の味
を身につけたいと思っています。

ご近所さん同士、いつも仲良し！
もうすぐ赤ちゃんに会えるんだ

娘とともにパン屋「LINK」をオープン
最近始めたベーグルも好評

むかい　  かつゆき

すさみ町太間川

向井 克往さん

串本町二色

小田 新くん（2歳）
お   だ　 あらた

尾﨑 葵羽ちゃん（2歳）
おざき　   あ お ば

田辺市中芳養

すくすく
Memory

今のまま健康で元気に、

そして４月からはお兄ち
ゃん、

お姉ちゃんとしてよろし
くね

生産者
紹介

きなん産地人きなん産地人
今月の

故郷で家族と農林業に従事故郷で家族と農林業に従事

芝本 明美さん
しばもと　  あ け み

インスタはこちら

J
A
わ
か
や
ま
で
は
地
元

の
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
ン
ナ
ー
を
応

援
し
よ
う
と
「
県
市
町
村
対

抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
」

に
協
賛
・
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
2
月
8
日
に
開
か
れ

た
第
25
回
大
会
に
は
紀
南
地

域
本
部
管
内
か
ら
5
市
町
が

参
加
し
ま
し
た
。

本
番
前
に
は
各
地
で
結
団

式
等
が
行
わ
れ
、
紀
南
地
域
本
部
か
ら
選
手

ら
に
マ
フ
ラ
ー
タ
オ
ル
と
梅
干
し
グ
ミ
を
贈

呈
。
1
月
23
日
に
行
わ
れ
た
す
さ
み
町
チ
ー

ム
の
結
団
式
で
は
J
A
す
さ
み
支
店
の
稲
葉

睦
典
支
店
長
が
選
手
に
記
念
品
を
手
渡
し
ま

し
た
。

J
A
で
は
管
内
の
組
合
員
・

利
用
者
の
健
康
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
健
康
運
動
教
室
を
行
っ

て
お
り
、
2
月
4
日
に
は
田
辺

市
の
中
部
公
民
館
で
J
A
田
辺

支
店
が
「
健
脚
」
を
テ
ー
マ
に

開
き
ま
し
た
。

第
3
回
目
と
な
る
今
回
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル

ト
レ
ー
ナ
―
認
知
症
ケ
ア
指
導
管
理
士
の
田

邊
雅
司
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、足
腰
を
鍛
え
る

運
動
に
挑
戦
。
握
力
と
In
Bo
d
y
測
定
も

実
施
し
、
参
加
者
ら
は
自
身
の
現
状
を
数
値

で
確
認
し
ま
し
た
。

J
A
鮎
川
支
店
は

1
月
22
日
、
中
辺
路

小
学
校
よ
り
依
頼
を

う
け
、
地
元
農
家
や

女
性
会
協
力
の
も
と

児
童
の
調
理
実
習
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
回
は
児
童
8
人

が
、お
米
炊
き
や
主
菜
（
卵
焼
き
）、副
菜
（
小

松
菜
あ
え
）
づ
く
り
に
挑
戦
。
包
丁
の
使
い

方
を
は
じ
め
、
お
米
を
炊
く
と
き
の
火
の
強

さ
や
時
間
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

児
童
か
ら
は
「
み
ん
な
で
作
っ
た
ご
飯
は

お
い
し
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
お
か
わ
り

す
る
子
の
姿
も
。
主
菜
と
一
緒
に
梅
干
し
も

食
べ
て
い
ま
し
た
。

J
A
田
辺
支
店
は
2
月
13
日
、
衣
笠
中
学

校
1
年
生
に
よ
る

職
場
訪
問
「
キ
ャ

リ
ア
学
習
」
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。

今
回
J
A
を
訪

れ
た
の
は
、
谷
本

瑛
太
さ
ん
、
尼
田

咲
江
さ
ん
、
那
須

陽
葵
さ
ん
の
3
人
。

「
一
番
大
変
な
こ
と

は
何
で
す
か
」「
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か

け
は
」
な
ど
と
質
問
し
た
り
、
支
店
内
の
見

学
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

紀
南
地
域
本
部
は
管
内
の
公
立
小
学
校
な

ど
41
校
の
令
和
8
年
度
新
入
学
児
童

（
6
8
7
人
）
に
反
射
材
付
き
レ
ッ
ス
ン
バ
ッ

グ
な
ど
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

J
A
共
済
の
交
通
事
故
防
止
活
動
の
一
環

で
毎
年
寄
贈
し
て
お
り
、
レ
ッ
ス
ン
バ
ッ
グ

は
周
囲
か
ら
視
認
し
や
す
い
反
射
材
付
き
と

な
っ
て
い
ま
す
。

2
月
16
日
に
は
佐
武
範
彦
副
本
部
長
ら
が

田
辺
市
の
野
田
泰
輔
教
育
長
に
目
録
と
レ
ッ

ス
ン
バ
ッ
グ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

金
融
部
か
ら
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
文
房
具
（
ノ
ー
ト
と
鉛
筆
）
も
進
呈
し

ま
し
た
。

J
A
か
ら
記
念
品
贈
呈

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
の
参
加
選
手
に

鮎
川
支
店
が
中
辺
路
小
で

児
童
の
調
理
実
習
を
サ
ポ
ー
ト

JA総合相談会
（弁護士・税理士による無料相談会）
●

●

●

相談会場
相談時間
問合せ先

紀南地域本部
９時～12時
金融部（☎0739-23-3516）

417

J
A
ニ
ュ
ー
ス

チームの選手代表に記念品を手渡す
稲葉支店長

田邊さんと一緒に体を動かす参加者

児童をサポートする女性会員

今月の

オンラ
インショップ

ご注文はこちら

約2Kg

田
辺
支
店
が
健
康
運
動
教
室

第
3
回
は
健
脚
が
テ
ー
マ

衣
笠
中
1
年
生
が
田
辺
支
店
へ

職
場
訪
問
を
受
け
入
れ

交
通
事
故
防
止
活
動
と
し
て
寄
贈

小
学
新
入
生
に
レ
ッ
ス
ン
バ
ッ
グ

営農ローンの基準金利
に関するお知らせ

営農ローンの基準金利
に関するお知らせ

　令和７年３月３１日以前のご契
約者さまについて、令和８年度は営
農ローンの基準金利（３．０％）から
下記の金利を引き下げた金利を適
用させていただきます。

金利環境によりましては、さらに変更と
なる場合もございますので、あらかじめ
ご了承ください。

令和８年度　引下金利：０．４％
（適用金利：２．６％）

田辺支店を訪れた生徒ら

野
田
教
育
長（
左
）に

目
録
を
手
渡
す

佐
武
副
本
部
長

￥4,530（送料無料）￥4,530（送料無料）

まめまめセット

大粒でふっくらとした
「紀州うすい（うすいえんどう）」と
甘みがありホクホク食感の「そらまめ」を
１㎏ずつセットでお届けします。
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